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サル下垂体からのゴナドトロピン分泌機構につ
いては不明な点が多く,特に他の哨乳叛で明らか
なLH-RHによるLHの放出に関してはこれま
で相反する結果が報告されてきた｡そこで我々は
トリ下垂体を使い良好な結果を得ている器官培丑
方式を用い,サル下垂体に短時間LH-RHを作
用させLHを放出させることができるかどうかの
実験をおこなった｡サル下垂体を8等分し,メジ
ウム199を用い9時間培養し,その間に30分間哨
乳頬LH-RH,鵬乳頬LH-RHのアゴニスト,
ニワトリLH-RH,サル視床下部0.5個分の抽
出物をそれぞれ加え,放出されたLHをラジオリ
セプタ 法ーで測定した｡その結果は要約すると,
他の晒乳類での結果に比べると効果は弱いが哨乳
校LH-RH,アゴニストによりLHの放出は促
進された｡ただ2頭の個休より得た2個の下垂体
による差も大きかった｡一万,視床下部抽出物に
よってLHの放出は著しく促進された｡培養9時
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